
缶を開けたら、ハンドミキサーで 
簡単に攪拌するだけ！ 
すぐにコテ塗りでき作業性も抜群！ 
今までの漆喰に比べ、工期短縮に！ 

モルタル 、漆喰、石膏ボード 
石膏中塗り、コンクリート等 

伸長率抜群の高性能エマルション添加。 
従来の漆喰では得られない伸長性、 
弾力性がクラックの発生を抑制。 
クラックの発生した漆喰下地などへの 
使用も安心！ 

タバコ・ペット臭など嫌な生活臭を 
抑制します。 

国土交通大臣認定防火材料 

認定番号 区分 
NM-8572 不燃材料 
QM-9812 準不燃材料 
RM-9361 難燃材料 

有機質砂壁状塗料塗り 
NPO 法人湿式仕上技術センター 

日本建築仕上材工業会登録 

登録番号 0308010 

放散等級 
区分表示 

F☆☆☆☆ 

問合せ先 http://www.nsk-web.org/ 

＜ノンホルムアルデヒド商品＞ 

標準仕様 

用 途 内外装壁面用仕上材 

主 成 分 
 アクリル樹脂エマルション、
消石灰、炭酸カルシウム、 

繊維、水 

正 味 質 量 20kg/缶 

標 準 所 要 量 20kg/10〜12㎡ 

標 準 塗 厚 1.5mm厚 

梱 包 20kgプラペール缶入り 

し っ く い  



試験項目 試験結果 
品質規定 

JIS A 6909  
建築用仕上塗材 外装薄塗材Ｅに準拠 

低温安定性 異常なし 
塊がなく組成物の分離・凝集が
ないこと 

初期乾燥による 

ひび割れ抵抗性 
ひび割れなし ひび割れがないこと 

付着 
強さ 

標準 

状態 
0.6N/mm2 0.5N/mm2以上 

浸水後 0.6N/mm2 0.3N/mm2以上 

温冷繰り返し 異常なし 
ひび割れ及びはがれがなく、 

かつ、著しい変色及び光沢低下
がないこと 

透水性Ａ法 6.0mm 10.0mm以下 

耐洗浄性 異常なし 
はがれ及び摩耗による基盤の 

露出がないこと 

耐衝撃性 異常なし 
ひび割れ、著しい変形及び 

はがれがないこと 

耐アルカリ性Ａ法 異常なし 
ひび割れ、はがれ、膨れ及び軟化 

溶出がなく、浸さない部分に比べて、 

くもり及び変色が著しくないこと 

耐候性Ａ法 
異常なし 

４号 

ひび割れ及びはがれがなく、変
色の程度がグレースケール３号 

以上であること 

http://www.shinko-kenzai.com 
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四国駐在所/九州営業所（2016.10～） 

大阪府大阪市西区南堀江4-32-11               
TEL 06-6541-5755(代） FAX 06-6541-8797 
Ｅ-ｍａｉｌ  osaka@shinko-kenzai.com 
埼玉県さいたま市岩槻区尾ヶ崎953              
TEL 048-798-3255（代） FAX 048-798-5923 
新潟県上越市上源入字立ノ越377-1             
TEL 025-543-3688 FAX 025-543-3689 
宮城県仙台市宮城野区東仙台2-17-18-101  
TEL 022-295-1708  FAX 048-798-5923 
兵庫県明石市西新町2-12-14 

取扱上の注意   
■目や皮膚への直接の接触を防止する為に作業中は適切な作業衣及び保護具を着用 
     して下さい。 
■作業後は手洗い及びうがいを行なって下さい。 
■皮膚に付着した場合は多量の水及び石鹸にて洗い流して下さい。 
■目に入った 場合は直ちに水で洗浄し、医師の診断を受けて下さい。  
■誤って飲み込んだ場合は多量の水と共に吐出し、直ちに医師の診断を受けて下さい。 
■容器からこぼれた場合は速やかに清掃し、産業廃棄物として処理して下さい。 
■漏出した材料や残材は下水、河川、湖沼、地下水及び海洋を汚染する恐れのある 
    場所には絶対に廃棄しないで下さい。 
■コテ等器具は使用後、速やかに水洗いして下さい。 
■本製品の容器及び残材の処理は産業廃棄物処理業者に依頼して下さい。  

A）  モルタル下地の場合  
・木部の周りなどは施工前にテープで養生して下さい。 
・下地に不陸がある場合は、シンコー樹脂モルタルＳ 
   等で調整し、平滑にしてください。 
・クラックがある場合は、あらかじめ「クラシックＥ」をクラック部分 
  に擦り込み、乾燥させてから施工して下さい。 
・下地が完全に乾燥している事を確認し、Ａプライマー又は 
   カーボンコートにて下地処理をして下さい。 
※クラック発生の恐れがある場合は、あらかじめモルタル施工時に 
   ファイバーグラスメッシュ(1m幅）を全面にご使用下さい。 
  

Ｂ） 石膏ボード下地の場合 
・木部の周りなどは施工前にテープで養生して下さい。 
・目地部には固練りしたカーボンコートを詰め、乾燥させた後、 
  ファイバーグラスメッシュ（5㎝又は10㎝幅）を貼り付けて下さい。 
・全面にカーボンコートを約1mm厚で塗り付けて下さい。 
・カーボンコートが完全に乾燥してから、「クラシックＥ」を施工して 

  下さい。 
  

C)   漆喰下地の場合  
・下地に浮きがある場合は取り除き、クラックや不陸は施工前に 
  補修しておいて下さい。 
・全面にガードシーラーを塗布し、乾燥してから、カーボンコートを 
  全面に約1mm厚で塗り付けて下さい。 

・カーボンコートが完全に乾燥してから、「クラシックＥ」を施工して 
  下さい。 

③コテ押さえ～仕上げ 

施工 
方法 

①攪拌 

「クラシックE」は出荷時半練り状態に 
なっています。 
施工前に、攪拌機でよく攪拌し、下地の状況により 
水量を調整して下さい。（通常は、そのままで施工できます） 
※攪拌機は低速の物を用い、泡を巻き込まないようにして下さい。 

②下塗り ～追っかけ塗り 
聚楽壁を塗るように下ごすりを 
行い、追いかけて塗り厚が 
1.5mmになるように塗り重ねます。 
（この時点で、ある程度コテ波を消し 
て下さい。） 

コテ押さえをする前に柱等木部の養生テープをはが 
して下さい。 
水引具合を見て、 プラスチックゴテで壁面全体に 
当たる様に仕上げます。 
しまり過ぎた場合は、霧吹き等で軽く水を与えてから 
押さえるようにして下さい。  
（押さえ時にコテが当たらない部分ができますと、その部分に 
光沢が出易くなりムラになりますので、必ず全面にコテが 
当たる様に仕上げて下さい。） 

下地 
調整 

施工上の注意 
■水引きが激しい下地は必ず、Ａプライマー又はカーボンコートにて下地処理をして下さい。  
■コテ押さえ時は同一方向へコテを通して下さい。 （返しゴテは仕上がりムラの原因となります。）  
■もみ込むようにコテ押さえをしないで下さい。 （モミ割れの原因となります。） 
■余った材料は缶の内側をきれいにして密封し、極端な高温や低温を避け、直射日光に 
    当たらない様保管して下さい。 
■施工中や施工後の養生期間中に気温又は室温が5℃以下になる場合は、施工を 
     避けて下さい。 

継目補強に！ 

下地調整・目地処理 に★1材型★  

乾燥硬化型下地調整材  

         接着効果！ 
アク 
  シミ 
    ヤニ止め！ 

モルタル下地の吸水調整！ 

下地調整材  

■詳しくはお気軽に当店までお問い合わせください。 

※詳細な内容が必要な場合は、製品安全データシート（MSDS）をご参照下さい。   
※カタログの記載値は、標準値であり保証値ではございません。 
※本カタログの記載内容は、製品改良等により断りなく仕様変更する場合がございます。 


